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　４
月
７
日
、
新
郷
小
・
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
新
郷
小
学
校
６

名
、
新
郷
中
学
校
12
名
の
児
童
・

生
徒
が
新
入
学
を
迎
え
ま
し
た
。

　ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

人事交流派遣職員

税務課
主幹　和 田　  学

　　　（わだ　まなぶ）

　三戸町から参りました。村民
の皆様のお役に立てるよう努め
ていくとともに、行事を通じて
文化や歴史を学んで行きたいと
思います。
　業務においては、固定資産の
現状を把握し、適正な課税に努
めて参りたいと思います。
　１年という短い期間ですが、
どうぞよろしくお願いいたします。
　出身地/三戸町
　趣味/家族旅行

新採用職員

教育委員会
主事　佐藤　佳純

　　　　（さとう　かすみ）

　皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
。
新

郷
駐
在
所
勤
務
も
今
年
で
２
年

目
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
１
年

間
は
皆
さ
ん
の
助
け
も
あ
り
、

重
大
な
事
件
や
事
故
を
取
り
扱

う
こ
と
な
く
勤
務
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　１
年
間
勤
務
し
て
、
新
郷
村

と
い
う
地
域
は
平
和
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
も
優
し
く
と
て
も
過

ご
し
や
す
い
環
境
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　新
入
学
期
の
交
通
事
故
防
止

運
動
に
合
わ
せ
、
４
月
10
日
か

ら
13
日
ま
で
街
頭
指
導
が
村
内

５
ヶ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　街
頭
指
導
は
、
村
交
通
安
全

対
策
協
議
会
、
交
通
指
導
隊
、

住
民
ら
が
参
加
し
、
登
校
す
る

生
徒
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま

し
た
。

こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
　「飛
び
出
し
」の
防
止
を
し
っ
か
り
と
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

２
　「し
っ
か
り
」見
る
こ
と
の
意
味
、
大
切
さ
を
こ
ど
も
の
目
の
高
さ
で

指
導
し
ま
し
ょ
う
。

３
　通
学（
園
）路
を
実
際
に
見
て
確
認
し
安
全
な
横
断
の
仕
方
を
指
導
し
ま

し
ょ
う
。

４
　信
号
が
青
で
も
右
左
折
車
な
ど
が
来
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
常
に
左
右

の
安
全
を
確
認
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

５
　注
意
を
す
る
と
き
の「
声
が
け
」は
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

五戸警察署新郷警察官駐在所
所長　金澤　広之

　生まれ育った新郷村のため
に、村民皆様のお役に立てる
ように努めてまいります。
　新郷村出身ではありますが、
わからないことがたくさん
あるので教えていただきたい
です。

　出身地/新郷村
　趣味/絵をかくこと
　　　（風景画・模写）

事
故
・
事
件
は

１
１
０
番

　西
分
遣
所
の
勤
務
２
年
目
と

な
り
ま
す
。

　火
災
、
地
震
等
の
災
害
に
よ

る
被
害
軽
減
の
た
め
、
消
防
団

や
自
主
防
災
組
織
、
防
災
関
係

諸
団
体
の
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
分
遣
所
員
一
丸
と
な
っ

て
村
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
御
支
援
・
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

五戸消防署西分遣所
所長　和 田　 貢

火
事
・
救
急
は

１
１
９
番

新
入
学
期
の
交
通
事
故
防
止
運
動

交通ルールを守って笑顔で明るい村にしましょう
　「お
出
か
け
は 

マ
ス
ク
戸
締

り 

火
の
用
心
」を
全
国
統
一
標

語
に
、
青
森
県
春
の
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月

９
日
、
村
で
は
、
防
火
広
報
パ

レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
消
防
車
両
に
乗
り

込
み
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら

村
内
を
巡
り
ま
し
た
。

　４
月
14
日
、
役
場
新
採
用
職

員
の
佐
藤
佳
純
さ
ん
が
五
戸
消

防
署
西
分
遣
所
の
一
日
分
遣
所

長
を
体
験
し
ま
し
た
。

　防
災
広
報
車
か
ら
無
線
機
で

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　新
郷
村
で
は
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
元
消
防
署
員
・
消
防
団

員
と
し
て
培
っ
た
豊
富
な

経
験
を
活
か
し
て
、
災
害

時
等
限
定
し
た
消
防
活
動

を
す
る
機
能
別
団
員
も
併

せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　団
員
に
対
し
て
は
、
災

害
時
等
の
出
動
に
対
す
る

報
酬
、
一
定
年
数
以
上
勤

続
し
た
団
員
に
対
す
る
退

職
報
償
金
、
各
種
祝
金
（
結

婚
・
出
産
）、
及
び
活
動

時
の
怪
我
な
ど
に
対
す
る

公
務
災
害
補
償
の
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　入
団
希
望
や
お
問
い
合

わ
せ
は
、
新
郷
村
役
場
総

務
課
又
は
近
く
の
分
団
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動

消
防
団
員
・

機
能
別
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
!!

新採用職員・人事交流派遣職員のご紹介
　令和５年４月１日から、新たに１名が役場職員として採用されました。
　三戸郡町村会による職員の人事交流事業にて、今年度は三戸町から派遣された職員が
新郷村税務課に配属されています。また、本村からは、谷地村豊さんが田子町教育委員
会へ派遣されています。期間は１年間です。
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村　長　　櫻　井　雅　洋

副村長　　横　田　堅　悦

高見　憲一
横沢　幸治
横田　智大
田茂　和俊
永野　隆幸

課長兼土地改良係長兼上下水道係長
課長補佐兼建設係長
主査
総括主幹兼自動車運転手主任
主幹兼自動車運転手

建　　設　　課 農　　林　　課 厚　　生　　課

櫻䑓　博明
（兼務）

福山　鋼蔵
長峯　里美
佐藤　寿喜
高根　和也
服部　　奨
下舘　尚幸

課長

課長補佐兼林務係長
総括主幹兼農政係長
総括主幹兼畜産係長
主査
主査
主事

総務課長兼庶務係長兼社会教育係長
課長補佐兼学校教育係長
主査兼社会教育主事
主事
主事
主事

住　　民　　課

中鶴間淳子
佐藤　雅興
松森恵理子
高根ひかる
木村　幸輝
川代　早紀
井上　直人

課長補佐兼国保年金係長
主幹（再任用）
主査
主事
主事
主事

税　　務　　課

平葭　美幸
前山　艶子
和田　　学

田守香奈子
佐々木　駿

課長
課長補佐兼税務係長
主幹
（三戸郡町村職員人事交流規程により三戸町から派遣）

主査
主事

企画商工観光課

櫻䑓　博明
村上　　智
下村瑠璃子
遠藤　克志
堀合　真帆

参事兼課長
課長補佐兼企画係長
商工観光係長
主査
主事

総　　務　　課

横道　敏克
松原　健夫
福山　雄亮
工藤　正博
髙村　郁子
谷地村　豊

菅岡優実子

課長
課長補佐兼財政係長
総務係長
防災消防係長
主幹（再任用）
主査
（三戸郡町村職員人事交流規程により田子町へ派遣）

主事

出　　納　　室

桜井真紀子
山岸　夏海
大渡　泰嘉

主査
主事福山　　徹

保土沢京子
佐藤　伸之
谷地村光代
伊調　敬史
長野　舞子
藤井　龍斗
岩井　貴子
工藤　麻美
笹　美早紀
沢口くみ子

課長兼社会福祉係長
課長補佐兼環境・保健衛生係長
総括主幹兼地域包括支援センター長
総括主幹
主幹
介護保険係長
主査
主査
保健師
保健師
保健師（再任用）

新 郷 診 療 所

所長　高杉　亮平

教 育 委 員 会 議　　　　　　会

教育長　岡田　　稔

総　　務　　課

ＴＥＬ78－3111

総合福祉センター内
ＴＥＬ61－7555

西 越 支 所

東　　則男
小坂　玲子

主幹（再任用）
主査

ＴＥＬ78－3131

参事兼事務長
主査
診療放射線技師長
看護師長
看護師
看護師

参事兼事務局長
　　　（監査委員書記兼務）
主査
　　　（監査委員書記兼務）

工藤　勝志
田島　　香
長峯　　満
川代　俊子
髙山　　稔
佐藤　春菜

議 会 事 務 局

本間由美子

福山　拓史

農 業 委 員 会

事務局長
事務局次長
主査

農業委員会事務局

櫻䑓　博明（兼務）
福山　鋼蔵（兼務）
服部　　奨（兼務）

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長
次長
書記
書記
書記
書記

横道　敏克（兼務）
松原　健夫（兼務）
福山　雄亮（兼務）
工藤　正博（兼務）
髙村　郁子（兼務）
菅岡優実子（兼務）

福山佐登志
小沢　幸寛
鷹觜　昌也
福山　聖香
長野　晃志
佐藤　佳純

■
異
動
・
昇
格（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
参
事
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
出
納
係
長

桜
　
井
　
真
紀
子（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
出
納
係
長
）

▽
議
会
事
務
局
　
参
事
兼
事
務
局
長

本
　
間
　
由
美
子（
議
会
事
務
局
　
事
務
局
長
）

▽
参
事
兼
企
画
商
工
観
光
課
長
兼
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

櫻
　
䑓
　
博
　
明（
参
事
兼
企
画
商
工
観
光
課
長
）

▽
総
務
課
長

横
　
道
　
敏
　
克（
企
画
商
工
観
光
課
　
課
長
補
佐
）

▽
税
務
課
長

平
　
葭
　
美
　
幸（
総
務
課
　
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

▽
建
設
課
長
兼
土
地
改
良
係
長
兼
上
下
水
道
係
長

高
　
見
　
憲
　
一（
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
厚
生
課
長
兼
社
会
福
祉
係
長

福
　
山
　
　
　
徹（
建
設
課
長
兼
土
地
改
良
係
長
兼
上
下
水
道
係
長
）

▽
農
林
課
　
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

福
　
山
　
鋼
　
蔵（
農
林
課
　
課
長
補
佐
）

▽
総
務
課
　
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

松
　
原
　
健
　
夫（
総
務
課
　
財
政
係
長
）

▽
厚
生
課
　
総
括
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

佐
　
藤
　
伸
　
之（
厚
生
課
　
総
括
主
幹
）

▽
企
画
商
工
観
光
課
　
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長

村
　
上
　
　
　
智（
企
画
商
工
観
光
課
　
総
括
主
幹
兼
企
画
係
長
）

▽
厚
生
課
　
総
括
主
幹

谷
地
村
　
光
　
代（
厚
生
課
　
主
幹
）

▽
総
務
課
　
総
務
係
長

福
　
山
　
雄
　
亮（
総
務
課
　
主
幹
）

▽
厚
生
課
　
主
査

藤
　
井
　
龍
　
斗（
住
民
課
　
主
査
）

▽
住
民
課
　
主
査

高
　
根
　
ひ
か
る（
厚
生
課
　
主
査
）

▽
税
務
課
　
主
査

田
　
守
　
香
奈
子（
建
設
課
　
主
査
）

▽
企
画
商
工
観
光
課
　
主
査

遠
　
藤
　
克
　
志（
税
務
課
　
主
査
）

▽
農
林
課
　
主
査
　
兼
　
農
業
委
員
会
　
主
査

服
　
部
　
　
　
奨（
農
業
委
員
会
　
主
査
）

▽
教
育
委
員
会
　
主
事

長
　
野
　
晃
　
志（
総
務
課
　
主
事
）

■
新
採
用（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
教
育
委
員
会
　
主
事

　
佐
　
藤
　
佳
　
純

■
人
事
交
流（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課
　
主
査
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
　
田
子
町
へ
派
遣

　
谷
地
村
　
　
　
豊（
教
育
委
員
会
　
主
査
）

▽
税
務
課
　
主
幹
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
　
三
戸
町
か
ら
派
遣

　
和
　
田
　
　
　
学

▽
農
林
課
　
主
事

　
下
　
舘
　
尚
　
幸（
総
務
課
　
主
事
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
五
戸
町
へ
派
遣
）

▽
田
子
町
へ

　
中
　
村
　
秀
　
樹（
税
務
課
　
主
査
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
田
子
町
か
ら
派
遣
）

■
退

　職（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
）

▽
髙
　
村
　
郁
　
子（
参
事
兼
総
務
課
長
　
定
年
退
職
）

▽
戸
　
田
　
ひ
と
み（
参
事
兼
税
務
課
長
　
定
年
退
職
）

▽
沢
　
口
　
く
み
子（
参
事
兼
厚
生
課
長
兼
社
会
福
祉
係
長
　
定
年
退
職
）

▽
村
　
中
　
弘
　
子（
厚
生
課
　
主
査
　
普
通
退
職
）

■
再
任
用（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課
　
主
幹

　
東
　
　
　
則
　
男（
常
時
勤
務
）

▽
住
民
課
　
主
幹

　
松
　
森
　
恵
理
子（
常
時
勤
務
）

▽
総
務
課
　
主
幹

　
髙
　
村
　
郁
　
子（
常
時
勤
務
）

▽
厚
生
課
　
保
健
師

　
沢
　
口
　
く
み
子（
常
時
勤
務
）

課長兼戸籍住民係長兼
母子・児童福祉係長

参事兼会計管理者兼
出納室長兼出納係長

新 郷 村 職 員 配 置 及 び 機 構 図 令和５年４月１日現在

令
和
５
年
度
　
新
郷
村
人
事
異
動

新郷村役場
☎ 0178－78－2111（代表）

西 越 支 所
☎ 0178－78－3131

新郷村
総合福祉センター
☎ 0178－61－7555

新郷村
地域包括支援センター

☎ 0178－61－7560

新郷診療所
☎ 0178－78－3111

本庁舎
【１階】出納室／住民課／税務課／

建設課／農林課／

企画商工観光課／総務課

【２階】議会事務局

山村開発センター
【１階】農業委員会／教育委員会

厚生課

夜間、休日等の
電話受付

三浦　輝雄

太田　良光

太田　純二
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村　長　　櫻　井　雅　洋

副村長　　横　田　堅　悦

高見　憲一
横沢　幸治
横田　智大
田茂　和俊
永野　隆幸

課長兼土地改良係長兼上下水道係長
課長補佐兼建設係長
主査
総括主幹兼自動車運転手主任
主幹兼自動車運転手

建　　設　　課 農　　林　　課 厚　　生　　課

櫻䑓　博明
（兼務）

福山　鋼蔵
長峯　里美
佐藤　寿喜
高根　和也
服部　　奨
下舘　尚幸

課長

課長補佐兼林務係長
総括主幹兼農政係長
総括主幹兼畜産係長
主査
主査
主事

総務課長兼庶務係長兼社会教育係長
課長補佐兼学校教育係長
主査兼社会教育主事
主事
主事
主事

住　　民　　課

中鶴間淳子
佐藤　雅興
松森恵理子
高根ひかる
木村　幸輝
川代　早紀
井上　直人

課長補佐兼国保年金係長
主幹（再任用）
主査
主事
主事
主事

税　　務　　課

平葭　美幸
前山　艶子
和田　　学

田守香奈子
佐々木　駿

課長
課長補佐兼税務係長
主幹
（三戸郡町村職員人事交流規程により三戸町から派遣）

主査
主事

企画商工観光課

櫻䑓　博明
村上　　智
下村瑠璃子
遠藤　克志
堀合　真帆

参事兼課長
課長補佐兼企画係長
商工観光係長
主査
主事

総　　務　　課

横道　敏克
松原　健夫
福山　雄亮
工藤　正博
髙村　郁子
谷地村　豊

菅岡優実子

課長
課長補佐兼財政係長
総務係長
防災消防係長
主幹（再任用）
主査
（三戸郡町村職員人事交流規程により田子町へ派遣）

主事

出　　納　　室

桜井真紀子
山岸　夏海
大渡　泰嘉

主査
主事福山　　徹

保土沢京子
佐藤　伸之
谷地村光代
伊調　敬史
長野　舞子
藤井　龍斗
岩井　貴子
工藤　麻美
笹　美早紀
沢口くみ子

課長兼社会福祉係長
課長補佐兼環境・保健衛生係長
総括主幹兼地域包括支援センター長
総括主幹
主幹
介護保険係長
主査
主査
保健師
保健師
保健師（再任用）

新 郷 診 療 所

所長　高杉　亮平

教 育 委 員 会 議　　　　　　会

教育長　岡田　　稔

総　　務　　課

ＴＥＬ78－3111

総合福祉センター内
ＴＥＬ61－7555

西 越 支 所

東　　則男
小坂　玲子

主幹（再任用）
主査

ＴＥＬ78－3131

参事兼事務長
主査
診療放射線技師長
看護師長
看護師
看護師

参事兼事務局長
　　　（監査委員書記兼務）
主査
　　　（監査委員書記兼務）

工藤　勝志
田島　　香
長峯　　満
川代　俊子
髙山　　稔
佐藤　春菜

議 会 事 務 局

本間由美子

福山　拓史

農 業 委 員 会

事務局長
事務局次長
主査

農業委員会事務局

櫻䑓　博明（兼務）
福山　鋼蔵（兼務）
服部　　奨（兼務）

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長
次長
書記
書記
書記
書記

横道　敏克（兼務）
松原　健夫（兼務）
福山　雄亮（兼務）
工藤　正博（兼務）
髙村　郁子（兼務）
菅岡優実子（兼務）

福山佐登志
小沢　幸寛
鷹觜　昌也
福山　聖香
長野　晃志
佐藤　佳純

■
異
動
・
昇
格（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
参
事
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
出
納
係
長

桜
　
井
　
真
紀
子（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
出
納
係
長
）

▽
議
会
事
務
局
　
参
事
兼
事
務
局
長

本
　
間
　
由
美
子（
議
会
事
務
局
　
事
務
局
長
）

▽
参
事
兼
企
画
商
工
観
光
課
長
兼
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

櫻
　
䑓
　
博
　
明（
参
事
兼
企
画
商
工
観
光
課
長
）

▽
総
務
課
長

横
　
道
　
敏
　
克（
企
画
商
工
観
光
課
　
課
長
補
佐
）

▽
税
務
課
長

平
　
葭
　
美
　
幸（
総
務
課
　
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

▽
建
設
課
長
兼
土
地
改
良
係
長
兼
上
下
水
道
係
長

高
　
見
　
憲
　
一（
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
厚
生
課
長
兼
社
会
福
祉
係
長

福
　
山
　
　
　
徹（
建
設
課
長
兼
土
地
改
良
係
長
兼
上
下
水
道
係
長
）

▽
農
林
課
　
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

福
　
山
　
鋼
　
蔵（
農
林
課
　
課
長
補
佐
）

▽
総
務
課
　
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

松
　
原
　
健
　
夫（
総
務
課
　
財
政
係
長
）

▽
厚
生
課
　
総
括
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

佐
　
藤
　
伸
　
之（
厚
生
課
　
総
括
主
幹
）

▽
企
画
商
工
観
光
課
　
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長

村
　
上
　
　
　
智（
企
画
商
工
観
光
課
　
総
括
主
幹
兼
企
画
係
長
）

▽
厚
生
課
　
総
括
主
幹

谷
地
村
　
光
　
代（
厚
生
課
　
主
幹
）

▽
総
務
課
　
総
務
係
長

福
　
山
　
雄
　
亮（
総
務
課
　
主
幹
）

▽
厚
生
課
　
主
査

藤
　
井
　
龍
　
斗（
住
民
課
　
主
査
）

▽
住
民
課
　
主
査

高
　
根
　
ひ
か
る（
厚
生
課
　
主
査
）

▽
税
務
課
　
主
査

田
　
守
　
香
奈
子（
建
設
課
　
主
査
）

▽
企
画
商
工
観
光
課
　
主
査

遠
　
藤
　
克
　
志（
税
務
課
　
主
査
）

▽
農
林
課
　
主
査
　
兼
　
農
業
委
員
会
　
主
査

服
　
部
　
　
　
奨（
農
業
委
員
会
　
主
査
）

▽
教
育
委
員
会
　
主
事

長
　
野
　
晃
　
志（
総
務
課
　
主
事
）

■
新
採
用（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
教
育
委
員
会
　
主
事

　
佐
　
藤
　
佳
　
純

■
人
事
交
流（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課
　
主
査
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
　
田
子
町
へ
派
遣

　
谷
地
村
　
　
　
豊（
教
育
委
員
会
　
主
査
）

▽
税
務
課
　
主
幹
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
　
三
戸
町
か
ら
派
遣

　
和
　
田
　
　
　
学

▽
農
林
課
　
主
事

　
下
　
舘
　
尚
　
幸（
総
務
課
　
主
事
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
五
戸
町
へ
派
遣
）

▽
田
子
町
へ

　
中
　
村
　
秀
　
樹（
税
務
課
　
主
査
　
人
事
交
流
規
程
に
よ
り
田
子
町
か
ら
派
遣
）

■
退

　職（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
）

▽
髙
　
村
　
郁
　
子（
参
事
兼
総
務
課
長
　
定
年
退
職
）

▽
戸
　
田
　
ひ
と
み（
参
事
兼
税
務
課
長
　
定
年
退
職
）

▽
沢
　
口
　
く
み
子（
参
事
兼
厚
生
課
長
兼
社
会
福
祉
係
長
　
定
年
退
職
）

▽
村
　
中
　
弘
　
子（
厚
生
課
　
主
査
　
普
通
退
職
）

■
再
任
用（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課
　
主
幹

　
東
　
　
　
則
　
男（
常
時
勤
務
）

▽
住
民
課
　
主
幹

　
松
　
森
　
恵
理
子（
常
時
勤
務
）

▽
総
務
課
　
主
幹

　
髙
　
村
　
郁
　
子（
常
時
勤
務
）

▽
厚
生
課
　
保
健
師

　
沢
　
口
　
く
み
子（
常
時
勤
務
）

課長兼戸籍住民係長兼
母子・児童福祉係長

参事兼会計管理者兼
出納室長兼出納係長

新 郷 村 職 員 配 置 及 び 機 構 図 令和５年４月１日現在

令
和
５
年
度
　
新
郷
村
人
事
異
動

新郷村役場
☎ 0178－78－2111（代表）

西 越 支 所
☎ 0178－78－3131

新郷村
総合福祉センター
☎ 0178－61－7555

新郷村
地域包括支援センター

☎ 0178－61－7560

新郷診療所
☎ 0178－78－3111

本庁舎
【１階】出納室／住民課／税務課／

建設課／農林課／

企画商工観光課／総務課

【２階】議会事務局

山村開発センター
【１階】農業委員会／教育委員会

厚生課

夜間、休日等の
電話受付

三浦　輝雄

太田　良光

太田　純二
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　新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に

は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村

の
財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ

れ
ま
す
。

　令
和
５
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
３
月
10

日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
議
案
26
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の
一

般
質
問
、
９
日
の
予
算
特
別
委
員

会
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　３
月
８
日
に
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一

　永
野

　範
英

　議
員

質
問
①

　防
犯
灯
電
気
料
金
の
常
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

　村
内
各
常
会
で
管
理
し
て
い
る
防

犯
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
支
援
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　現
在
役
場
で
は
常
会
で
支
払
わ

れ
て
い
る
防
犯
灯
、
電
気
料
金
の

実
態
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。
支
援

を
検
討
す
る
際
に
は
実
情
を
把
握

す
る
た
め
、
各
常
会
か
ら
防
犯
灯

や
外
灯
、
集
会
所
等
の
電
気
料
金

を
詳
細
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②

　外
国
資
本
に
よ
る
森
林
等

買
収
の
実
態
に
つ
い
て

　平
成
18
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、

全
国
で
２
６
４
件
、
２
３
０
５
ha
の

森
林
が
外
国
人
や
外
国
法
人
に
取
得

さ
れ
て
い
る
。
当
村
で
の
外
国
資
本

に
よ
る
森
林
等
の
買
収
実
績
は
あ
る

か
。答

弁

　櫻
井
村
長

　当
村
に
お
け
る
大
規
模
売
買
は

届
け
出
、
開
発
に
お
い
て
は
許
可

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
実
績
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
不
審
な
取
引
の
実

態
は
確
認
さ
れ
ず
、
問
い
合
わ
せ

も
な
い
。

二

　滝
沢

　仁

　議
員

質
問
①

　今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い

て

①－

１
．
村
長
が
構
成
員
と
し
て

参
加
し
て
い
る
青
森
県
三
八
地
区
水

道
広
域
連
携
推
進
任
意
協
議
会
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
の
水
道
事
業
に
対

す
る
考
え
は
。

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　協
議
会
の
下
部
組
織
か
ら
調
査

内
容
や
様
々
な
デ
ー
タ
等
の
報
告

を
受
け
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の

在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
た
め
、

本
格
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な

い
。　今

後
、
協
議
会
か
ら
受
け
た
内

容
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
議
会
と

協
議
し
た
う
え
で
考
え
を
示
し
て

い
き
た
い
。

①－

２
．
新
郷
村
各
簡
易
水
道
の

経
過
年
数
は
。

答
弁

　

答
弁

　福
山
建
設
課
長

　大
畑
浄
水
場
は
16
年
、
西
越
浄

水
場
は
39
年
、
金
ヶ
沢
浄
水
場
は

25
年
、
間
明
田
浄
水
場
は
19
年
、

堂
ヶ
前
浄
水
場
は
23
年
、
田
中
浄

水
場
は
23
年
、
長
峰
浄
水
場
は

20
年
、
扇
ノ
沢
浄
水
場
は
17
年
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
②

　「
地
方
創
生
」移
住
支
援

に
つ
い
て

②－

１
．
移
住
者
を
迎
え
入
れ
る

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
し
て
い
る
か
。

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報

誌
等
を
利
用
し
、
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
青
森
県
及
び
八
戸
連
携

中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都
圏
で
の

相
談
会
を
通
じ
て
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②－

２
．
移
住
体
験
や
地
域
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　移
住
体
験
は
重
要
と
考
え
る
。

機
会
を
み
て
開
催
を
検
討
す
る
。

②－

３
．
移
住
者
へ
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
相
談
体
制
は
あ
る

の
か
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　現
在
そ
の
よ
う
な
体
制
は
な

い
。
先
進
事
例
を
参
考
に
体
制
構

築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

②－

４
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
常

会
な
ど
）と
の
付
き
合
い
方
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
へ
の
説
明
は
し
て

い
る
の
か
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　現
状
、
職
員
が
個
別
に
対
応
し

て
い
る
が
、
説
明
会
形
式
の
開
催

実
績
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
開

催
を
検
討
し
て
い
く
。

三

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

質
問
①

　村
税
以
外
の
税
及
び
保
険

料
に
対
す
る
督
促
手
数
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て

①－

１
．
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
督
促
手
数
料
の

取
扱
い
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　税
外
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
１
通
に
つ
き
３
０
０
円
の
督

促
手
数
料
を
徴
し
て
い
る
。

①－

２
．
村
税
と
同
様
に
保
険
料

の
督
促
手
数
料
廃
止
を
考
え
て
い
る

か
。

①－

３
．
保
険
料
に
対
す
る
督
促

手
数
料
の
取
扱
い
の
今
後
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　近
隣
の
状
況
を
調
査
し
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②

　地
域
住
民
座
談
会
及
び
常

会
長
会
議
に
つ
い
て

②－

１
．
開
催
目
的
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　広
く
住
民
の
意
見
や
要
望
等
を

聞
き
、
村
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

②－

２
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
村
民
の
意

見
・
要
望
の
内
容
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　座
談
会
で
は
建
設
・
農
林
・
教
育

関
係
、
村
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

出
さ
れ
、
常
会
長
会
議
で
は
建
設

関
係
、
鳥
獣
被
害
や
住
民
の
移
動

手
段
等
、
常
会
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
出
さ
れ
た
。

②－

３
．
村
民
の
意
見
・
要
望
で

実
施
さ
れ
た
案
件
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
後
の
村
行
政
に
反
映
さ
れ
た
事

業
は
あ
る
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　常
会
長
か
ら
要
望
さ
れ
た
各
項

目
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
要
望
さ
れ

た
建
設
関
係
の
事
業
等
に
つ
い
て

は
対
処
し
て
い
る
。
５
年
度
は
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
く
予

定
。
検
討
が
必
要
な
事
業
等
は
関

係
機
関
と
十
分
に
内
容
を
精
査
し

て
い
く
。

②－

４
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
の
今
後
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　常
会
長
会
議
は
、
連
絡
事
項
や

年
間
報
酬
の
支
払
い
が
あ
る
た
め

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
座
談

会
も
開
催
時
期
を
検
討
し
、
継
続

し
て
い
き
た
い
。

四

　細
川

　真
理
子

　議
員

質
問

　村
内
の
介
護
事
業
所
の
事
業

停
止
に
よ
る
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　住
み
慣
れ
た
家
で
最
後
ま
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
方
々
の
想
い
を
叶
え

る
よ
う
、
働
き
か
け
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
が
廃
止
と
な

り
、
事
業
所
の
再
開
や
新
た
な
立

ち
上
げ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
な

資
格
を
有
し
て
い
る
人
材
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
確
保
や
、
人
材
育

成
が
課
題
と
な
り
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
検
討

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
横
道

　一
男

　委
員

質
問

　役
場
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
種
類
と
運
用
時
期
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁

　Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
、
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
カ
ー
ド
、
楽

天
ペ
イ
、
ID
の
５
種
類
で
、
９
月

か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
加
盟
店
手
数
料
の
金
額
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁

　３
％
の
手
数
料
を
予
定
し

て
い
る
。
コ
ー
ド
決
済
は
３
・
２

５
％
の
予
定
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　新
郷
村
み
ら
い
を
創
造
す

る
協
議
会
補
助
金
４
０
０
万
円
。

こ
の
協
議
会
の
内
容
と
構
成
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　村
の
各
種
行
事
の
実
行
委

員
会
を
一
本
化
し
て
で
き
た
組
織

で
、
５
年
度
も
同
様
の
事
業
を
進

め
て
い
く
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進

事
業
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　今
年
２
名
の
方
が
お
試
し

協
力
隊
と
い
う
こ
と
で
新
郷
に
来

て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
村

は
デ
ジ
タ
ル
関
係
、
廃
校
活
用
を

お
願
い
し
て
お
り
、
最
終
的
な
回

答
は
保
留
状
態
で
あ
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
の
内
訳
と
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　補
助
金
は
全
て
人
件
費
で

あ
り
、
事
業
内
容
は
老
人
ク
ラ

ブ
、
除
雪
の
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
共
同
募
金
等
を
実
施
し
て
い

る
。

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
再
開
で

き
る
の
か
。

○
櫻
井
村
長

答
弁

　協
議
会
と
色
々
議
論
し
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
集

め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
度
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　和
の
家
の
予
算
は
今
年
度

計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　当
初
の
和
の
家
の
目
的
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
継
続
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
決
定
に

な
っ
た
。

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
根

等
改
修
工
事
の
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　令
和
４
年
度
に
北
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
検
査
を
し
た
際
に

指
摘
を
受
け
、
そ
の
箇
所
を
改
修

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
衛
生
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　十
和
田
地
域
広
域
事
務
組

合
負
担
金
の
２
０
０
２
万
９
千
円

の
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
立
替
え
や
修
繕
が
必
要

な
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
焼
却
施
設

の
建
物
調
査
等
の
事
業
と
な
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　住
民
か
ら
平
等
な
分
配
方

法
で
は
な
い
、
と
い
う
意
見
が
あ

る
葉
タ
バ
コ
振
興
対
策
事
業
補
助

金
の
配
分
方
法
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　消
毒
剤
、
配
色
マ
ル
チ
の

購
入
者
の
リ
ス
ト
、
契
約
名
と
数

量
、
単
価
等
々
は
把
握
し
て
お

り
、
数
量
に
応
じ
て
補
助
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　銀
の
鴨
、
郷
の
き
み
、
紅

サ
ー
モ
ン
に
対
す
る
補
助
は
な
い

の
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　郷
の
き
み
は
令
和
３
年
度

ま
で
補
助
、
銀
の
鴨
と
紅
サ
ー
モ

ン
は
令
和
４
年
度
だ
け
の
補
助

で
、
令
和
５
年
度
の
補
助
は
な
い
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　燃
料
費
１
５
０
０
万
円
の

木
質
バ
イ
オ
の
割
合
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　昨
年
度
よ
り
薪
の
使
用
料

を
10
％
増
、
重
油
を
10
％
減
で
試

算
し
て
い
る
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　し
ん
ご
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
補
助
金
16
万
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　令
和
５
年
度
は
三
八
の
農

家
民
泊
の
方
に
加
入
し
、
修
学
旅

行
生
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
し
て

い
る
。
そ
の
修
学
旅
行
生
の
た
め

の
カ
ッ
パ
や
長
靴
等
を
揃
え
る
た

め
の
補
助
金
が
主
で
あ
る
。
協
議

会
員
の
報
酬
は
入
っ
て
い
な
い
。

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　温
泉
設
備
保
守
点
検
２
９

５
０
万
円
、
塩
素
滅
菌
機
保
守
点

検
84
万
円
に
つ
い
て
、
保
守
点
検

の
内
容
、
概
要
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　温
泉
館
は
４
月
と
10
月
、

野
沢
温
泉
は
５
月
と
11
月
の
年
２

回
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査
を
行

い
、
異
常
な
し
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
５
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回

検
査
を
行
い
た
い
。

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　新
郷
温
泉
館
食
堂
運
営
助

成
金
が
２
０
０
万
円
か
ら
１
８
０

万
円
に
減
額
し
た
理
由
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　最
終
的
に
自
立
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
年
々
少
し
ず
つ
補
助

金
を
減
額
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
道
路
橋
梁
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　山
乃
神
橋
橋
梁
補
修
工
事

他
６
５
０
０
万
円
と
あ
る
が
、
橋

の
工
事
は
何
年
く
ら
い
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　毎
年
数
ヶ
所
、
予
算
の
範

囲
内
で
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
住
宅
費
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　村
内
の
木
造
住
宅
が
対
象

と
な
り
、
耐
震
が
必
要
か
を
設
計

士
に
委
託
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば

改
修
工
事
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　村
営
プ
ー
ル
の
衛
生
管
理

の
検
査
時
期
と
内
容
は
。

○
小
沢
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐

答
弁

　６
月
に
１
回
、
保
健
所
立

会
い
の
下
実
施
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
国
民
健
康
保
険
税
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　前
年
度
よ
り
国
保
税
収
入

が
減
っ
て
い
る
理
由
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁

　国
保
の
加
入
者
が
減
少
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
減
額
に

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
介
護
認
定
審
査
会
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　八
戸
広
域
介
護
認
定
審
査
会

の
審
査
員
の
構
成
と
審
査
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　医
師
、
介
護
福
祉
士
、
施
設

関
係
者
な
ど
１
回
の
審
査
会
３
、
４

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
医

師
の
意
見
書
、
調
査
票
、一
次
判
定

の
３
つ
の
資
料
を
も
っ
て
審
査
し
、

介
護
度
を
決
定
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
一
般
会
計
繰
入
金
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　繰
入
金
が
前
年
度
60
・
７

％
、
今
年
度
62
・
８
％
、
金
額
に

し
て
３
０
７
万
４
千
円
。
こ
れ
は

年
々
増
加
し
て
い
く
も
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
今
後
も
予
算
は
膨
ら
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
歳
出
・
上
水
道
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　水
道
メ
ー
タ
ー
等
２
３
０

万
円
の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
８
年

に
一
度
交
換
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
予
算
で
あ
る
。
計
画
を
立
て

て
交
換
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
公
債
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　公
債
費
が
歳
出
の
43
％
を

占
め
て
い
る
が
、
後
何
年
で
公
債

費
が
な
く
な
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　簡
易
水
道
関
係
は
15
件
、

３
億
８
２
０
０
万
円
の
借
入
れ
が

あ
る
。
こ
の
返
済
が
令
和
37
年
ま

で
続
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
下
水
道
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
１
４
０
０
万
円
。
下
水
道
管
渠

移
設
工
事
２
４
０
０
万
円
。
こ
の

工
事
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
は
、
薬
品
の
溶
解
水
に
使
用
す

る
水
道
を
自
動
で
送
り
込
む
装
置

を
改
築
す
る
工
事
で
あ
る
。

　下
水
道
官
渠
の
工
事
は
、
現
在

工
事
し
て
い
る
国
道
４
５
４
号
の

進
捗
に
よ
り
、
下
水
道
を
移
設
す

る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　３
月
９
日
の
予
算
特
別
委
員
会

の
内
容
で
す
。
才
神
幸
男
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
来
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
民
税
・
固
定
資
産
税
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　令
和
４
年
度
予
算
よ
り
増

額
し
た
根
拠
は
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁

　令
和
４
年
度
の
収
入
見
込

み
を
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
寄
附
金
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　一
般
寄
附
金
が
令
和
４
年

度
予
算
額
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
が
令
和
４
年
度
補
正
の
合
計
額

よ
り
減
額
し
て
い
る
理
由
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　風
力
発
電
の
寄
附
金
１
４

０
０
万
円
が
令
和
４
年
度
で
終
了

す
る
た
め
で
あ
る
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は

あ
く
ま
で
寄
附
で
あ
る
た
め
、
少

な
め
に
見
込
ん
で
い
る
。

～令和５年３月定例会（３月３日～10日）～～令和５年３月定例会 ３月３日～10日

新郷村議会だより
令
和
５
年
３
月
定
例
会
日
程

３
月
３
日

　開
会

３
月
４
日

　議
案
熟
考

３
月
５
日

　議
案
熟
考

３
月
６
日

　常
任
委
員
会

３
月
７
日

　議
案
熟
考

３
月
８
日

　一
般
質
問

３
月
９
日

　予
算
特
別
委
員
会

３
月
10
日

　議
案
審
議

一

般

質

問
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　新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に

は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村

の
財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ

れ
ま
す
。

　令
和
５
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
３
月
10

日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
議
案
26
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の
一

般
質
問
、
９
日
の
予
算
特
別
委
員

会
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　３
月
８
日
に
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一

　永
野

　範
英

　議
員

質
問
①

　防
犯
灯
電
気
料
金
の
常
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

　村
内
各
常
会
で
管
理
し
て
い
る
防

犯
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
支
援
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　現
在
役
場
で
は
常
会
で
支
払
わ

れ
て
い
る
防
犯
灯
、
電
気
料
金
の

実
態
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。
支
援

を
検
討
す
る
際
に
は
実
情
を
把
握

す
る
た
め
、
各
常
会
か
ら
防
犯
灯

や
外
灯
、
集
会
所
等
の
電
気
料
金

を
詳
細
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②

　外
国
資
本
に
よ
る
森
林
等

買
収
の
実
態
に
つ
い
て

　平
成
18
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、

全
国
で
２
６
４
件
、
２
３
０
５
ha
の

森
林
が
外
国
人
や
外
国
法
人
に
取
得

さ
れ
て
い
る
。
当
村
で
の
外
国
資
本

に
よ
る
森
林
等
の
買
収
実
績
は
あ
る

か
。答

弁

　櫻
井
村
長

　当
村
に
お
け
る
大
規
模
売
買
は

届
け
出
、
開
発
に
お
い
て
は
許
可

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
実
績
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
不
審
な
取
引
の
実

態
は
確
認
さ
れ
ず
、
問
い
合
わ
せ

も
な
い
。

二

　滝
沢

　仁

　議
員

質
問
①

　今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い

て

①－

１
．
村
長
が
構
成
員
と
し
て

参
加
し
て
い
る
青
森
県
三
八
地
区
水

道
広
域
連
携
推
進
任
意
協
議
会
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
の
水
道
事
業
に
対

す
る
考
え
は
。

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　協
議
会
の
下
部
組
織
か
ら
調
査

内
容
や
様
々
な
デ
ー
タ
等
の
報
告

を
受
け
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の

在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
た
め
、

本
格
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な

い
。　今

後
、
協
議
会
か
ら
受
け
た
内

容
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
議
会
と

協
議
し
た
う
え
で
考
え
を
示
し
て

い
き
た
い
。

①－

２
．
新
郷
村
各
簡
易
水
道
の

経
過
年
数
は
。

答
弁

　

答
弁

　福
山
建
設
課
長

　大
畑
浄
水
場
は
16
年
、
西
越
浄

水
場
は
39
年
、
金
ヶ
沢
浄
水
場
は

25
年
、
間
明
田
浄
水
場
は
19
年
、

堂
ヶ
前
浄
水
場
は
23
年
、
田
中
浄

水
場
は
23
年
、
長
峰
浄
水
場
は

20
年
、
扇
ノ
沢
浄
水
場
は
17
年
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
②

　「
地
方
創
生
」移
住
支
援

に
つ
い
て

②－

１
．
移
住
者
を
迎
え
入
れ
る

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
し
て
い
る
か
。

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報

誌
等
を
利
用
し
、
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
青
森
県
及
び
八
戸
連
携

中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都
圏
で
の

相
談
会
を
通
じ
て
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②－

２
．
移
住
体
験
や
地
域
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　移
住
体
験
は
重
要
と
考
え
る
。

機
会
を
み
て
開
催
を
検
討
す
る
。

②－

３
．
移
住
者
へ
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
相
談
体
制
は
あ
る

の
か
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　現
在
そ
の
よ
う
な
体
制
は
な

い
。
先
進
事
例
を
参
考
に
体
制
構

築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

②－

４
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
常

会
な
ど
）と
の
付
き
合
い
方
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
へ
の
説
明
は
し
て

い
る
の
か
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　現
状
、
職
員
が
個
別
に
対
応
し

て
い
る
が
、
説
明
会
形
式
の
開
催

実
績
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
開

催
を
検
討
し
て
い
く
。

三

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

質
問
①

　村
税
以
外
の
税
及
び
保
険

料
に
対
す
る
督
促
手
数
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て

①－

１
．
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
督
促
手
数
料
の

取
扱
い
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　税
外
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
１
通
に
つ
き
３
０
０
円
の
督

促
手
数
料
を
徴
し
て
い
る
。

①－

２
．
村
税
と
同
様
に
保
険
料

の
督
促
手
数
料
廃
止
を
考
え
て
い
る

か
。

①－

３
．
保
険
料
に
対
す
る
督
促

手
数
料
の
取
扱
い
の
今
後
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　近
隣
の
状
況
を
調
査
し
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②

　地
域
住
民
座
談
会
及
び
常

会
長
会
議
に
つ
い
て

②－

１
．
開
催
目
的
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　広
く
住
民
の
意
見
や
要
望
等
を

聞
き
、
村
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

②－
２
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
村
民
の
意

見
・
要
望
の
内
容
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　座
談
会
で
は
建
設
・
農
林
・
教
育

関
係
、
村
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

出
さ
れ
、
常
会
長
会
議
で
は
建
設

関
係
、
鳥
獣
被
害
や
住
民
の
移
動

手
段
等
、
常
会
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
出
さ
れ
た
。

②－

３
．
村
民
の
意
見
・
要
望
で

実
施
さ
れ
た
案
件
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
後
の
村
行
政
に
反
映
さ
れ
た
事

業
は
あ
る
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　常
会
長
か
ら
要
望
さ
れ
た
各
項

目
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
要
望
さ
れ

た
建
設
関
係
の
事
業
等
に
つ
い
て

は
対
処
し
て
い
る
。
５
年
度
は
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
く
予

定
。
検
討
が
必
要
な
事
業
等
は
関

係
機
関
と
十
分
に
内
容
を
精
査
し

て
い
く
。

②－

４
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
の
今
後
は
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　常
会
長
会
議
は
、
連
絡
事
項
や

年
間
報
酬
の
支
払
い
が
あ
る
た
め

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
座
談

会
も
開
催
時
期
を
検
討
し
、
継
続

し
て
い
き
た
い
。

四

　細
川

　真
理
子

　議
員

質
問

　村
内
の
介
護
事
業
所
の
事
業

停
止
に
よ
る
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　住
み
慣
れ
た
家
で
最
後
ま
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
方
々
の
想
い
を
叶
え

る
よ
う
、
働
き
か
け
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
が
廃
止
と
な

り
、
事
業
所
の
再
開
や
新
た
な
立

ち
上
げ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
な

資
格
を
有
し
て
い
る
人
材
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
確
保
や
、
人
材
育

成
が
課
題
と
な
り
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
検
討

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
横
道

　一
男

　委
員

質
問

　役
場
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
種
類
と
運
用
時
期
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁

　Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
、
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
カ
ー
ド
、
楽

天
ペ
イ
、
ID
の
５
種
類
で
、
９
月

か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
加
盟
店
手
数
料
の
金
額
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁

　３
％
の
手
数
料
を
予
定
し

て
い
る
。
コ
ー
ド
決
済
は
３
・
２

５
％
の
予
定
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　新
郷
村
み
ら
い
を
創
造
す

る
協
議
会
補
助
金
４
０
０
万
円
。

こ
の
協
議
会
の
内
容
と
構
成
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　村
の
各
種
行
事
の
実
行
委

員
会
を
一
本
化
し
て
で
き
た
組
織

で
、
５
年
度
も
同
様
の
事
業
を
進

め
て
い
く
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進

事
業
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　今
年
２
名
の
方
が
お
試
し

協
力
隊
と
い
う
こ
と
で
新
郷
に
来

て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
村

は
デ
ジ
タ
ル
関
係
、
廃
校
活
用
を

お
願
い
し
て
お
り
、
最
終
的
な
回

答
は
保
留
状
態
で
あ
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
の
内
訳
と
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　補
助
金
は
全
て
人
件
費
で

あ
り
、
事
業
内
容
は
老
人
ク
ラ

ブ
、
除
雪
の
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
共
同
募
金
等
を
実
施
し
て
い

る
。

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
再
開
で

き
る
の
か
。

○
櫻
井
村
長

答
弁

　協
議
会
と
色
々
議
論
し
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
集

め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
度
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　和
の
家
の
予
算
は
今
年
度

計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　当
初
の
和
の
家
の
目
的
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
継
続
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
決
定
に

な
っ
た
。

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
根

等
改
修
工
事
の
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　令
和
４
年
度
に
北
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
検
査
を
し
た
際
に

指
摘
を
受
け
、
そ
の
箇
所
を
改
修

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
衛
生
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　十
和
田
地
域
広
域
事
務
組

合
負
担
金
の
２
０
０
２
万
９
千
円

の
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
立
替
え
や
修
繕
が
必
要

な
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
焼
却
施
設

の
建
物
調
査
等
の
事
業
と
な
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　住
民
か
ら
平
等
な
分
配
方

法
で
は
な
い
、
と
い
う
意
見
が
あ

る
葉
タ
バ
コ
振
興
対
策
事
業
補
助

金
の
配
分
方
法
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　消
毒
剤
、
配
色
マ
ル
チ
の

購
入
者
の
リ
ス
ト
、
契
約
名
と
数

量
、
単
価
等
々
は
把
握
し
て
お

り
、
数
量
に
応
じ
て
補
助
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　銀
の
鴨
、
郷
の
き
み
、
紅

サ
ー
モ
ン
に
対
す
る
補
助
は
な
い

の
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁

　郷
の
き
み
は
令
和
３
年
度

ま
で
補
助
、
銀
の
鴨
と
紅
サ
ー
モ

ン
は
令
和
４
年
度
だ
け
の
補
助

で
、
令
和
５
年
度
の
補
助
は
な
い
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　燃
料
費
１
５
０
０
万
円
の

木
質
バ
イ
オ
の
割
合
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　昨
年
度
よ
り
薪
の
使
用
料

を
10
％
増
、
重
油
を
10
％
減
で
試

算
し
て
い
る
。

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　し
ん
ご
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
補
助
金
16
万
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　令
和
５
年
度
は
三
八
の
農

家
民
泊
の
方
に
加
入
し
、
修
学
旅

行
生
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
し
て

い
る
。
そ
の
修
学
旅
行
生
の
た
め

の
カ
ッ
パ
や
長
靴
等
を
揃
え
る
た

め
の
補
助
金
が
主
で
あ
る
。
協
議

会
員
の
報
酬
は
入
っ
て
い
な
い
。

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　温
泉
設
備
保
守
点
検
２
９

５
０
万
円
、
塩
素
滅
菌
機
保
守
点

検
84
万
円
に
つ
い
て
、
保
守
点
検

の
内
容
、
概
要
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　温
泉
館
は
４
月
と
10
月
、

野
沢
温
泉
は
５
月
と
11
月
の
年
２

回
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査
を
行

い
、
異
常
な
し
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
５
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回

検
査
を
行
い
た
い
。

◎
細
川

　真
理
子

　委
員

質
問

　新
郷
温
泉
館
食
堂
運
営
助

成
金
が
２
０
０
万
円
か
ら
１
８
０

万
円
に
減
額
し
た
理
由
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　最
終
的
に
自
立
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
年
々
少
し
ず
つ
補
助

金
を
減
額
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
道
路
橋
梁
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　山
乃
神
橋
橋
梁
補
修
工
事

他
６
５
０
０
万
円
と
あ
る
が
、
橋

の
工
事
は
何
年
く
ら
い
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　毎
年
数
ヶ
所
、
予
算
の
範

囲
内
で
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
住
宅
費
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　村
内
の
木
造
住
宅
が
対
象

と
な
り
、
耐
震
が
必
要
か
を
設
計

士
に
委
託
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば

改
修
工
事
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　村
営
プ
ー
ル
の
衛
生
管
理

の
検
査
時
期
と
内
容
は
。

○
小
沢
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐

答
弁

　６
月
に
１
回
、
保
健
所
立

会
い
の
下
実
施
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
国
民
健
康
保
険
税
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　前
年
度
よ
り
国
保
税
収
入

が
減
っ
て
い
る
理
由
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁

　国
保
の
加
入
者
が
減
少
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
減
額
に

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
介
護
認
定
審
査
会
費
】

◎
永
野

　範
英

　委
員

質
問

　八
戸
広
域
介
護
認
定
審
査
会

の
審
査
員
の
構
成
と
審
査
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁

　医
師
、
介
護
福
祉
士
、
施
設

関
係
者
な
ど
１
回
の
審
査
会
３
、
４

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
医

師
の
意
見
書
、
調
査
票
、一
次
判
定

の
３
つ
の
資
料
を
も
っ
て
審
査
し
、

介
護
度
を
決
定
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
一
般
会
計
繰
入
金
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　繰
入
金
が
前
年
度
60
・
７

％
、
今
年
度
62
・
８
％
、
金
額
に

し
て
３
０
７
万
４
千
円
。
こ
れ
は

年
々
増
加
し
て
い
く
も
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
今
後
も
予
算
は
膨
ら
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
歳
出
・
上
水
道
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　水
道
メ
ー
タ
ー
等
２
３
０

万
円
の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
８
年

に
一
度
交
換
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
予
算
で
あ
る
。
計
画
を
立
て

て
交
換
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
公
債
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　公
債
費
が
歳
出
の
43
％
を

占
め
て
い
る
が
、
後
何
年
で
公
債

費
が
な
く
な
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　簡
易
水
道
関
係
は
15
件
、

３
億
８
２
０
０
万
円
の
借
入
れ
が

あ
る
。
こ
の
返
済
が
令
和
37
年
ま

で
続
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
下
水
道
費
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
１
４
０
０
万
円
。
下
水
道
管
渠

移
設
工
事
２
４
０
０
万
円
。
こ
の

工
事
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁

　処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
は
、
薬
品
の
溶
解
水
に
使
用
す

る
水
道
を
自
動
で
送
り
込
む
装
置

を
改
築
す
る
工
事
で
あ
る
。

　下
水
道
官
渠
の
工
事
は
、
現
在

工
事
し
て
い
る
国
道
４
５
４
号
の

進
捗
に
よ
り
、
下
水
道
を
移
設
す

る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　３
月
９
日
の
予
算
特
別
委
員
会

の
内
容
で
す
。
才
神
幸
男
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
来
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
民
税
・
固
定
資
産
税
】

◎
滝
沢

　仁

　委
員

質
問

　令
和
４
年
度
予
算
よ
り
増

額
し
た
根
拠
は
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁

　令
和
４
年
度
の
収
入
見
込

み
を
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
寄
附
金
】

◎
稲
葉

　嘉
浩

　委
員

質
問

　一
般
寄
附
金
が
令
和
４
年

度
予
算
額
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
が
令
和
４
年
度
補
正
の
合
計
額

よ
り
減
額
し
て
い
る
理
由
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁

　風
力
発
電
の
寄
附
金
１
４

０
０
万
円
が
令
和
４
年
度
で
終
了

す
る
た
め
で
あ
る
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁

　ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は

あ
く
ま
で
寄
附
で
あ
る
た
め
、
少

な
め
に
見
込
ん
で
い
る
。

～令和５年３月定例会（３月３日～10日）～

新郷村議会だより
令
和
５
年
３
月
定
例
会
日
程

３
月
３
日

　開
会

３
月
４
日

　議
案
熟
考

３
月
５
日

　議
案
熟
考

３
月
６
日

　常
任
委
員
会

３
月
７
日

　議
案
熟
考

３
月
８
日

　一
般
質
問

３
月
９
日

　予
算
特
別
委
員
会

３
月
10
日

　議
案
審
議

一

般

質

問
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に

は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村

の
財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ

れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
３
月
10

日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
議
案
26
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の
一

般
質
問
、
９
日
の
予
算
特
別
委
員

会
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
３
月
８
日
に
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
防
犯
灯
電
気
料
金
の
常
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て
　

　
村
内
各
常
会
で
管
理
し
て
い
る
防

犯
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
支
援
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
役
場
で
は
常
会
で
支
払
わ

れ
て
い
る
防
犯
灯
、
電
気
料
金
の

実
態
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。
支
援

を
検
討
す
る
際
に
は
実
情
を
把
握

す
る
た
め
、
各
常
会
か
ら
防
犯
灯

や
外
灯
、
集
会
所
等
の
電
気
料
金

を
詳
細
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
等

買
収
の
実
態
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、

全
国
で
２
６
４
件
、
２
３
０
５
ha
の

森
林
が
外
国
人
や
外
国
法
人
に
取
得

さ
れ
て
い
る
。
当
村
で
の
外
国
資
本

に
よ
る
森
林
等
の
買
収
実
績
は
あ
る

か
。答

弁
　
櫻
井
村
長

　
当
村
に
お
け
る
大
規
模
売
買
は

届
け
出
、
開
発
に
お
い
て
は
許
可

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
実
績
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
不
審
な
取
引
の
実

態
は
確
認
さ
れ
ず
、
問
い
合
わ
せ

も
な
い
。

二
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

質
問
①
　
今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い

て

①－

１
．
村
長
が
構
成
員
と
し
て

参
加
し
て
い
る
青
森
県
三
八
地
区
水

道
広
域
連
携
推
進
任
意
協
議
会
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
の
水
道
事
業
に
対

す
る
考
え
は
。

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
協
議
会
の
下
部
組
織
か
ら
調
査

内
容
や
様
々
な
デ
ー
タ
等
の
報
告

を
受
け
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の

在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
た
め
、

本
格
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な

い
。

　
今
後
、
協
議
会
か
ら
受
け
た
内

容
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
議
会
と

協
議
し
た
う
え
で
考
え
を
示
し
て

い
き
た
い
。

①－

２
．
新
郷
村
各
簡
易
水
道
の

経
過
年
数
は
。

答
弁
　

答
弁
　
福
山
建
設
課
長

　
大
畑
浄
水
場
は
16
年
、
西
越
浄

水
場
は
39
年
、
金
ヶ
沢
浄
水
場
は

25
年
、
間
明
田
浄
水
場
は
19
年
、

堂
ヶ
前
浄
水
場
は
23
年
、
田
中
浄

水
場
は
23
年
、
長
峰
浄
水
場
は

20
年
、
扇
ノ
沢
浄
水
場
は
17
年
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
②
　「
地
方
創
生
」移
住
支
援

に
つ
い
て

②－

１
．
移
住
者
を
迎
え
入
れ
る

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
し
て
い
る
か
。

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報

誌
等
を
利
用
し
、
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
青
森
県
及
び
八
戸
連
携

中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都
圏
で
の

相
談
会
を
通
じ
て
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②－

２
．
移
住
体
験
や
地
域
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
移
住
体
験
は
重
要
と
考
え
る
。

機
会
を
み
て
開
催
を
検
討
す
る
。

②－

３
．
移
住
者
へ
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
相
談
体
制
は
あ
る

の
か
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
現
在
そ
の
よ
う
な
体
制
は
な

い
。
先
進
事
例
を
参
考
に
体
制
構

築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

②－

４
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
常

会
な
ど
）と
の
付
き
合
い
方
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
へ
の
説
明
は
し
て

い
る
の
か
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
現
状
、
職
員
が
個
別
に
対
応
し

て
い
る
が
、
説
明
会
形
式
の
開
催

実
績
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
開

催
を
検
討
し
て
い
く
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
村
税
以
外
の
税
及
び
保
険

料
に
対
す
る
督
促
手
数
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て

①－

１
．
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
督
促
手
数
料
の

取
扱
い
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
税
外
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
１
通
に
つ
き
３
０
０
円
の
督

促
手
数
料
を
徴
し
て
い
る
。

①－

２
．
村
税
と
同
様
に
保
険
料

の
督
促
手
数
料
廃
止
を
考
え
て
い
る

か
。

①－

３
．
保
険
料
に
対
す
る
督
促

手
数
料
の
取
扱
い
の
今
後
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
近
隣
の
状
況
を
調
査
し
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　
地
域
住
民
座
談
会
及
び
常

会
長
会
議
に
つ
い
て

②－

１
．
開
催
目
的
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
広
く
住
民
の
意
見
や
要
望
等
を

聞
き
、
村
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

②－

２
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
村
民
の
意

見
・
要
望
の
内
容
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
座
談
会
で
は
建
設
・
農
林
・
教
育

関
係
、
村
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

出
さ
れ
、
常
会
長
会
議
で
は
建
設

関
係
、
鳥
獣
被
害
や
住
民
の
移
動

手
段
等
、
常
会
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
出
さ
れ
た
。

②－

３
．
村
民
の
意
見
・
要
望
で

実
施
さ
れ
た
案
件
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
後
の
村
行
政
に
反
映
さ
れ
た
事

業
は
あ
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
常
会
長
か
ら
要
望
さ
れ
た
各
項

目
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
要
望
さ
れ

た
建
設
関
係
の
事
業
等
に
つ
い
て

は
対
処
し
て
い
る
。
５
年
度
は
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
く
予

定
。
検
討
が
必
要
な
事
業
等
は
関

係
機
関
と
十
分
に
内
容
を
精
査
し

て
い
く
。

②－

４
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
の
今
後
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
常
会
長
会
議
は
、
連
絡
事
項
や

年
間
報
酬
の
支
払
い
が
あ
る
た
め

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
座
談

会
も
開
催
時
期
を
検
討
し
、
継
続

し
て
い
き
た
い
。

四
　
細
川
　
真
理
子
　
議
員

質
問
　
村
内
の
介
護
事
業
所
の
事
業

停
止
に
よ
る
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　
住
み
慣
れ
た
家
で
最
後
ま
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
方
々
の
想
い
を
叶
え

る
よ
う
、
働
き
か
け
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
が
廃
止
と
な

り
、
事
業
所
の
再
開
や
新
た
な
立

ち
上
げ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
な

資
格
を
有
し
て
い
る
人
材
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
確
保
や
、
人
材
育

成
が
課
題
と
な
り
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
検
討

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
横
道
　
一
男
　
委
員

質
問
　
役
場
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
種
類
と
運
用
時
期
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁
　
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
、
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
カ
ー
ド
、
楽

天
ペ
イ
、
ID
の
５
種
類
で
、
９
月

か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
加
盟
店
手
数
料
の
金
額
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁
　
３
％
の
手
数
料
を
予
定
し

て
い
る
。
コ
ー
ド
決
済
は
３
・
２

５
％
の
予
定
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
新
郷
村
み
ら
い
を
創
造
す

る
協
議
会
補
助
金
４
０
０
万
円
。

こ
の
協
議
会
の
内
容
と
構
成
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
村
の
各
種
行
事
の
実
行
委

員
会
を
一
本
化
し
て
で
き
た
組
織

で
、
５
年
度
も
同
様
の
事
業
を
進

め
て
い
く
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進

事
業
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
今
年
２
名
の
方
が
お
試
し

協
力
隊
と
い
う
こ
と
で
新
郷
に
来

て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
村

は
デ
ジ
タ
ル
関
係
、
廃
校
活
用
を

お
願
い
し
て
お
り
、
最
終
的
な
回

答
は
保
留
状
態
で
あ
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
の
内
訳
と
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
補
助
金
は
全
て
人
件
費
で

あ
り
、
事
業
内
容
は
老
人
ク
ラ

ブ
、
除
雪
の
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
共
同
募
金
等
を
実
施
し
て
い

る
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
再
開
で

き
る
の
か
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
協
議
会
と
色
々
議
論
し
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
集

め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
度
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
和
の
家
の
予
算
は
今
年
度

計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
当
初
の
和
の
家
の
目
的
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
継
続
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
決
定
に

な
っ
た
。

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
根

等
改
修
工
事
の
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
に
北
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
検
査
を
し
た
際
に

指
摘
を
受
け
、
そ
の
箇
所
を
改
修

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
衛
生
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組

合
負
担
金
の
２
０
０
２
万
９
千
円

の
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
立
替
え
や
修
繕
が
必
要

な
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
焼
却
施
設

の
建
物
調
査
等
の
事
業
と
な
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
住
民
か
ら
平
等
な
分
配
方

法
で
は
な
い
、
と
い
う
意
見
が
あ

る
葉
タ
バ
コ
振
興
対
策
事
業
補
助

金
の
配
分
方
法
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
消
毒
剤
、
配
色
マ
ル
チ
の

購
入
者
の
リ
ス
ト
、
契
約
名
と
数

量
、
単
価
等
々
は
把
握
し
て
お

り
、
数
量
に
応
じ
て
補
助
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
銀
の
鴨
、
郷
の
き
み
、
紅

サ
ー
モ
ン
に
対
す
る
補
助
は
な
い

の
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
郷
の
き
み
は
令
和
３
年
度

ま
で
補
助
、
銀
の
鴨
と
紅
サ
ー
モ

ン
は
令
和
４
年
度
だ
け
の
補
助

で
、
令
和
５
年
度
の
補
助
は
な
い
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
燃
料
費
１
５
０
０
万
円
の

木
質
バ
イ
オ
の
割
合
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
昨
年
度
よ
り
薪
の
使
用
料

を
10
％
増
、
重
油
を
10
％
減
で
試

算
し
て
い
る
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
し
ん
ご
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
補
助
金
16
万
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
令
和
５
年
度
は
三
八
の
農

家
民
泊
の
方
に
加
入
し
、
修
学
旅

行
生
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
し
て

い
る
。
そ
の
修
学
旅
行
生
の
た
め

の
カ
ッ
パ
や
長
靴
等
を
揃
え
る
た

め
の
補
助
金
が
主
で
あ
る
。
協
議

会
員
の
報
酬
は
入
っ
て
い
な
い
。

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
温
泉
設
備
保
守
点
検
２
９

５
０
万
円
、
塩
素
滅
菌
機
保
守
点

検
84
万
円
に
つ
い
て
、
保
守
点
検

の
内
容
、
概
要
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
温
泉
館
は
４
月
と
10
月
、

野
沢
温
泉
は
５
月
と
11
月
の
年
２

回
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査
を
行

い
、
異
常
な
し
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
５
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回

検
査
を
行
い
た
い
。

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
新
郷
温
泉
館
食
堂
運
営
助

成
金
が
２
０
０
万
円
か
ら
１
８
０

万
円
に
減
額
し
た
理
由
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
最
終
的
に
自
立
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
年
々
少
し
ず
つ
補
助

金
を
減
額
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
道
路
橋
梁
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
山
乃
神
橋
橋
梁
補
修
工
事

他
６
５
０
０
万
円
と
あ
る
が
、
橋

の
工
事
は
何
年
く
ら
い
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
毎
年
数
ヶ
所
、
予
算
の
範

囲
内
で
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
住
宅
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
村
内
の
木
造
住
宅
が
対
象

と
な
り
、
耐
震
が
必
要
か
を
設
計

士
に
委
託
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば

改
修
工
事
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
村
営
プ
ー
ル
の
衛
生
管
理

の
検
査
時
期
と
内
容
は
。

○
小
沢
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐

答
弁
　
６
月
に
１
回
、
保
健
所
立

会
い
の
下
実
施
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
国
民
健
康
保
険
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
前
年
度
よ
り
国
保
税
収
入

が
減
っ
て
い
る
理
由
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
国
保
の
加
入
者
が
減
少
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
減
額
に

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
介
護
認
定
審
査
会
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
八
戸
広
域
介
護
認
定
審
査
会

の
審
査
員
の
構
成
と
審
査
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
医
師
、
介
護
福
祉
士
、
施
設

関
係
者
な
ど
１
回
の
審
査
会
３
、
４

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
医

師
の
意
見
書
、
調
査
票
、一
次
判
定

の
３
つ
の
資
料
を
も
っ
て
審
査
し
、

介
護
度
を
決
定
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
一
般
会
計
繰
入
金
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
繰
入
金
が
前
年
度
60
・
７

％
、
今
年
度
62
・
８
％
、
金
額
に

し
て
３
０
７
万
４
千
円
。
こ
れ
は

年
々
増
加
し
て
い
く
も
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
今
後
も
予
算
は
膨
ら
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
歳
出
・
上
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
水
道
メ
ー
タ
ー
等
２
３
０

万
円
の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
８
年

に
一
度
交
換
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
予
算
で
あ
る
。
計
画
を
立
て

て
交
換
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
公
債
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
公
債
費
が
歳
出
の
43
％
を

占
め
て
い
る
が
、
後
何
年
で
公
債

費
が
な
く
な
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
簡
易
水
道
関
係
は
15
件
、

３
億
８
２
０
０
万
円
の
借
入
れ
が

あ
る
。
こ
の
返
済
が
令
和
37
年
ま

で
続
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
下
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
１
４
０
０
万
円
。
下
水
道
管
渠

移
設
工
事
２
４
０
０
万
円
。
こ
の

工
事
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
は
、
薬
品
の
溶
解
水
に
使
用
す

る
水
道
を
自
動
で
送
り
込
む
装
置

を
改
築
す
る
工
事
で
あ
る
。

　
下
水
道
官
渠
の
工
事
は
、
現
在

工
事
し
て
い
る
国
道
４
５
４
号
の

進
捗
に
よ
り
、
下
水
道
を
移
設
す

る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
月
９
日
の
予
算
特
別
委
員
会

の
内
容
で
す
。
才
神
幸
男
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
来
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
民
税
・
固
定
資
産
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
令
和
４
年
度
予
算
よ
り
増

額
し
た
根
拠
は
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
の
収
入
見
込

み
を
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
寄
附
金
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
一
般
寄
附
金
が
令
和
４
年

度
予
算
額
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
が
令
和
４
年
度
補
正
の
合
計
額

よ
り
減
額
し
て
い
る
理
由
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
風
力
発
電
の
寄
附
金
１
４

０
０
万
円
が
令
和
４
年
度
で
終
了

す
る
た
め
で
あ
る
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は

あ
く
ま
で
寄
附
で
あ
る
た
め
、
少

な
め
に
見
込
ん
で
い
る
。

①『
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
基

盤
で
あ
る
思
想
・
良
心
の
自
由
、

請
願
権
等
を
守
る
為
の
陳
情
』が

１
件
あ
り
、
総
務
常
任
委
員
会
で

審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

陳

　
　
　
　情

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
議
会
の
内
容
が

記
録
さ
れ
て
い
る『
会
議
録
』

を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
今
号

の
内
容
に
つ
い
て
は
３
ヶ
月

後
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
５
年
７
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
特
別
会
計
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に

は
予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村

の
財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ

れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
３
月
10

日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
議
案
26
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の
一

般
質
問
、
９
日
の
予
算
特
別
委
員

会
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
３
月
８
日
に
４
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
防
犯
灯
電
気
料
金
の
常
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て
　

　
村
内
各
常
会
で
管
理
し
て
い
る
防

犯
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
支
援
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
役
場
で
は
常
会
で
支
払
わ

れ
て
い
る
防
犯
灯
、
電
気
料
金
の

実
態
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。
支
援

を
検
討
す
る
際
に
は
実
情
を
把
握

す
る
た
め
、
各
常
会
か
ら
防
犯
灯

や
外
灯
、
集
会
所
等
の
電
気
料
金

を
詳
細
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
等

買
収
の
実
態
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、

全
国
で
２
６
４
件
、
２
３
０
５
ha
の

森
林
が
外
国
人
や
外
国
法
人
に
取
得

さ
れ
て
い
る
。
当
村
で
の
外
国
資
本

に
よ
る
森
林
等
の
買
収
実
績
は
あ
る

か
。答

弁
　
櫻
井
村
長

　
当
村
に
お
け
る
大
規
模
売
買
は

届
け
出
、
開
発
に
お
い
て
は
許
可

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
実
績
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
不
審
な
取
引
の
実

態
は
確
認
さ
れ
ず
、
問
い
合
わ
せ

も
な
い
。

二
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

質
問
①
　
今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い

て

①－

１
．
村
長
が
構
成
員
と
し
て

参
加
し
て
い
る
青
森
県
三
八
地
区
水

道
広
域
連
携
推
進
任
意
協
議
会
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
の
水
道
事
業
に
対

す
る
考
え
は
。

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
協
議
会
の
下
部
組
織
か
ら
調
査

内
容
や
様
々
な
デ
ー
タ
等
の
報
告

を
受
け
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の

在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
た
め
、

本
格
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な

い
。

　
今
後
、
協
議
会
か
ら
受
け
た
内

容
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
議
会
と

協
議
し
た
う
え
で
考
え
を
示
し
て

い
き
た
い
。

①－

２
．
新
郷
村
各
簡
易
水
道
の

経
過
年
数
は
。

答
弁
　

答
弁
　
福
山
建
設
課
長

　
大
畑
浄
水
場
は
16
年
、
西
越
浄

水
場
は
39
年
、
金
ヶ
沢
浄
水
場
は

25
年
、
間
明
田
浄
水
場
は
19
年
、

堂
ヶ
前
浄
水
場
は
23
年
、
田
中
浄

水
場
は
23
年
、
長
峰
浄
水
場
は

20
年
、
扇
ノ
沢
浄
水
場
は
17
年
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
②
　「
地
方
創
生
」移
住
支
援

に
つ
い
て

②－

１
．
移
住
者
を
迎
え
入
れ
る

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
し
て
い
る
か
。

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報

誌
等
を
利
用
し
、
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
青
森
県
及
び
八
戸
連
携

中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都
圏
で
の

相
談
会
を
通
じ
て
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②－

２
．
移
住
体
験
や
地
域
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
移
住
体
験
は
重
要
と
考
え
る
。

機
会
を
み
て
開
催
を
検
討
す
る
。

②－

３
．
移
住
者
へ
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
相
談
体
制
は
あ
る

の
か
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
現
在
そ
の
よ
う
な
体
制
は
な

い
。
先
進
事
例
を
参
考
に
体
制
構

築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

②－

４
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
常

会
な
ど
）と
の
付
き
合
い
方
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
へ
の
説
明
は
し
て

い
る
の
か
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
現
状
、
職
員
が
個
別
に
対
応
し

て
い
る
が
、
説
明
会
形
式
の
開
催

実
績
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
開

催
を
検
討
し
て
い
く
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
村
税
以
外
の
税
及
び
保
険

料
に
対
す
る
督
促
手
数
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て

①－

１
．
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
督
促
手
数
料
の

取
扱
い
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
税
外
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
１
通
に
つ
き
３
０
０
円
の
督

促
手
数
料
を
徴
し
て
い
る
。

①－

２
．
村
税
と
同
様
に
保
険
料

の
督
促
手
数
料
廃
止
を
考
え
て
い
る

か
。

①－

３
．
保
険
料
に
対
す
る
督
促

手
数
料
の
取
扱
い
の
今
後
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
近
隣
の
状
況
を
調
査
し
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　
地
域
住
民
座
談
会
及
び
常

会
長
会
議
に
つ
い
て

②－

１
．
開
催
目
的
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
広
く
住
民
の
意
見
や
要
望
等
を

聞
き
、
村
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

②－

２
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
村
民
の
意

見
・
要
望
の
内
容
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
座
談
会
で
は
建
設
・
農
林
・
教
育

関
係
、
村
民
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

出
さ
れ
、
常
会
長
会
議
で
は
建
設

関
係
、
鳥
獣
被
害
や
住
民
の
移
動

手
段
等
、
常
会
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
出
さ
れ
た
。

②－

３
．
村
民
の
意
見
・
要
望
で

実
施
さ
れ
た
案
件
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
後
の
村
行
政
に
反
映
さ
れ
た
事

業
は
あ
る
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
常
会
長
か
ら
要
望
さ
れ
た
各
項

目
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
要
望
さ
れ

た
建
設
関
係
の
事
業
等
に
つ
い
て

は
対
処
し
て
い
る
。
５
年
度
は
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
く
予

定
。
検
討
が
必
要
な
事
業
等
は
関

係
機
関
と
十
分
に
内
容
を
精
査
し

て
い
く
。

②－

４
．
座
談
会
及
び
常
会
長
会

議
の
今
後
は
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
常
会
長
会
議
は
、
連
絡
事
項
や

年
間
報
酬
の
支
払
い
が
あ
る
た
め

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
座
談

会
も
開
催
時
期
を
検
討
し
、
継
続

し
て
い
き
た
い
。

四
　
細
川
　
真
理
子
　
議
員

質
問
　
村
内
の
介
護
事
業
所
の
事
業

停
止
に
よ
る
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　
住
み
慣
れ
た
家
で
最
後
ま
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
方
々
の
想
い
を
叶
え

る
よ
う
、
働
き
か
け
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
が
廃
止
と
な

り
、
事
業
所
の
再
開
や
新
た
な
立

ち
上
げ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
な

資
格
を
有
し
て
い
る
人
材
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
確
保
や
、
人
材
育

成
が
課
題
と
な
り
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
検
討

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
横
道
　
一
男
　
委
員

質
問
　
役
場
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
種
類
と
運
用
時
期
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁
　
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
、
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
カ
ー
ド
、
楽

天
ペ
イ
、
ID
の
５
種
類
で
、
９
月

か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
加
盟
店
手
数
料
の
金
額
は
。

○
桜
井
会
計
管
理
者

答
弁
　
３
％
の
手
数
料
を
予
定
し

て
い
る
。
コ
ー
ド
決
済
は
３
・
２

５
％
の
予
定
で
あ
る
。

【
歳
出
・
企
画
振
興
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
新
郷
村
み
ら
い
を
創
造
す

る
協
議
会
補
助
金
４
０
０
万
円
。

こ
の
協
議
会
の
内
容
と
構
成
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
村
の
各
種
行
事
の
実
行
委

員
会
を
一
本
化
し
て
で
き
た
組
織

で
、
５
年
度
も
同
様
の
事
業
を
進

め
て
い
く
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進

事
業
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
今
年
２
名
の
方
が
お
試
し

協
力
隊
と
い
う
こ
と
で
新
郷
に
来

て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
村

は
デ
ジ
タ
ル
関
係
、
廃
校
活
用
を

お
願
い
し
て
お
り
、
最
終
的
な
回

答
は
保
留
状
態
で
あ
る
。

【
歳
出
・
社
会
福
祉
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
の
内
訳
と
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
補
助
金
は
全
て
人
件
費
で

あ
り
、
事
業
内
容
は
老
人
ク
ラ

ブ
、
除
雪
の
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
共
同
募
金
等
を
実
施
し
て
い

る
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
再
開
で

き
る
の
か
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
協
議
会
と
色
々
議
論
し
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
集

め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
度
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
和
の
家
の
予
算
は
今
年
度

計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
当
初
の
和
の
家
の
目
的
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
継
続
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
決
定
に

な
っ
た
。

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
根

等
改
修
工
事
の
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
に
北
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
検
査
を
し
た
際
に

指
摘
を
受
け
、
そ
の
箇
所
を
改
修

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
衛
生
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組

合
負
担
金
の
２
０
０
２
万
９
千
円

の
事
業
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
立
替
え
や
修
繕
が
必
要

な
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
焼
却
施
設

の
建
物
調
査
等
の
事
業
と
な
る
。

【
歳
出
・
農
業
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
住
民
か
ら
平
等
な
分
配
方

法
で
は
な
い
、
と
い
う
意
見
が
あ

る
葉
タ
バ
コ
振
興
対
策
事
業
補
助

金
の
配
分
方
法
は
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
消
毒
剤
、
配
色
マ
ル
チ
の

購
入
者
の
リ
ス
ト
、
契
約
名
と
数

量
、
単
価
等
々
は
把
握
し
て
お

り
、
数
量
に
応
じ
て
補
助
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
銀
の
鴨
、
郷
の
き
み
、
紅

サ
ー
モ
ン
に
対
す
る
補
助
は
な
い

の
か
。

○
高
見
農
林
課
長

答
弁
　
郷
の
き
み
は
令
和
３
年
度

ま
で
補
助
、
銀
の
鴨
と
紅
サ
ー
モ

ン
は
令
和
４
年
度
だ
け
の
補
助

で
、
令
和
５
年
度
の
補
助
は
な
い
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
燃
料
費
１
５
０
０
万
円
の

木
質
バ
イ
オ
の
割
合
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
昨
年
度
よ
り
薪
の
使
用
料

を
10
％
増
、
重
油
を
10
％
減
で
試

算
し
て
い
る
。

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
し
ん
ご
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
補
助
金
16
万
円
の

内
訳
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
令
和
５
年
度
は
三
八
の
農

家
民
泊
の
方
に
加
入
し
、
修
学
旅

行
生
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
し
て

い
る
。
そ
の
修
学
旅
行
生
の
た
め

の
カ
ッ
パ
や
長
靴
等
を
揃
え
る
た

め
の
補
助
金
が
主
で
あ
る
。
協
議

会
員
の
報
酬
は
入
っ
て
い
な
い
。

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
温
泉
設
備
保
守
点
検
２
９

５
０
万
円
、
塩
素
滅
菌
機
保
守
点

検
84
万
円
に
つ
い
て
、
保
守
点
検

の
内
容
、
概
要
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
温
泉
館
は
４
月
と
10
月
、

野
沢
温
泉
は
５
月
と
11
月
の
年
２

回
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査
を
行

い
、
異
常
な
し
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
５
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回

検
査
を
行
い
た
い
。

◎
細
川
　
真
理
子
　
委
員

質
問
　
新
郷
温
泉
館
食
堂
運
営
助

成
金
が
２
０
０
万
円
か
ら
１
８
０

万
円
に
減
額
し
た
理
由
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
最
終
的
に
自
立
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
年
々
少
し
ず
つ
補
助

金
を
減
額
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
道
路
橋
梁
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
山
乃
神
橋
橋
梁
補
修
工
事

他
６
５
０
０
万
円
と
あ
る
が
、
橋

の
工
事
は
何
年
く
ら
い
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
毎
年
数
ヶ
所
、
予
算
の
範

囲
内
で
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
住
宅
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
村
内
の
木
造
住
宅
が
対
象

と
な
り
、
耐
震
が
必
要
か
を
設
計

士
に
委
託
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば

改
修
工
事
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
・
保
健
体
育
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
村
営
プ
ー
ル
の
衛
生
管
理

の
検
査
時
期
と
内
容
は
。

○
小
沢
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐

答
弁
　
６
月
に
１
回
、
保
健
所
立

会
い
の
下
実
施
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
国
民
健
康
保
険
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
前
年
度
よ
り
国
保
税
収
入

が
減
っ
て
い
る
理
由
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
国
保
の
加
入
者
が
減
少
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
減
額
に

な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
介
護
認
定
審
査
会
費
】

◎
永
野
　
範
英
　
委
員

質
問
　
八
戸
広
域
介
護
認
定
審
査
会

の
審
査
員
の
構
成
と
審
査
内
容
は
。

○
沢
口
厚
生
課
長

答
弁
　
医
師
、
介
護
福
祉
士
、
施
設

関
係
者
な
ど
１
回
の
審
査
会
３
、
４

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
医

師
の
意
見
書
、
調
査
票
、一
次
判
定

の
３
つ
の
資
料
を
も
っ
て
審
査
し
、

介
護
度
を
決
定
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
一
般
会
計
繰
入
金
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
繰
入
金
が
前
年
度
60
・
７

％
、
今
年
度
62
・
８
％
、
金
額
に

し
て
３
０
７
万
４
千
円
。
こ
れ
は

年
々
増
加
し
て
い
く
も
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
今
後
も
予
算
は
膨
ら
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
歳
出
・
上
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
水
道
メ
ー
タ
ー
等
２
３
０

万
円
の
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
８
年

に
一
度
交
換
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
予
算
で
あ
る
。
計
画
を
立
て

て
交
換
し
て
い
る
。

【
歳
出
・
公
債
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
公
債
費
が
歳
出
の
43
％
を

占
め
て
い
る
が
、
後
何
年
で
公
債

費
が
な
く
な
る
の
か
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
簡
易
水
道
関
係
は
15
件
、

３
億
８
２
０
０
万
円
の
借
入
れ
が

あ
る
。
こ
の
返
済
が
令
和
37
年
ま

で
続
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
出
・
下
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
１
４
０
０
万
円
。
下
水
道
管
渠

移
設
工
事
２
４
０
０
万
円
。
こ
の

工
事
内
容
は
。

○
福
山
建
設
課
長

答
弁
　
処
理
場
用
水
設
備
改
築
工

事
は
、
薬
品
の
溶
解
水
に
使
用
す

る
水
道
を
自
動
で
送
り
込
む
装
置

を
改
築
す
る
工
事
で
あ
る
。

　
下
水
道
官
渠
の
工
事
は
、
現
在

工
事
し
て
い
る
国
道
４
５
４
号
の

進
捗
に
よ
り
、
下
水
道
を
移
設
す

る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
月
９
日
の
予
算
特
別
委
員
会

の
内
容
で
す
。
才
神
幸
男
委
員
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
来
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
民
税
・
固
定
資
産
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
令
和
４
年
度
予
算
よ
り
増

額
し
た
根
拠
は
。

○
戸
田
税
務
課
長

答
弁
　
令
和
４
年
度
の
収
入
見
込

み
を
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
寄
附
金
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
一
般
寄
附
金
が
令
和
４
年

度
予
算
額
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
が
令
和
４
年
度
補
正
の
合
計
額

よ
り
減
額
し
て
い
る
理
由
は
。

○
髙
村
総
務
課
長

答
弁
　
風
力
発
電
の
寄
附
金
１
４

０
０
万
円
が
令
和
４
年
度
で
終
了

す
る
た
め
で
あ
る
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は

あ
く
ま
で
寄
附
で
あ
る
た
め
、
少

な
め
に
見
込
ん
で
い
る
。

①『
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
基

盤
で
あ
る
思
想
・
良
心
の
自
由
、

請
願
権
等
を
守
る
為
の
陳
情
』が

１
件
あ
り
、
総
務
常
任
委
員
会
で

審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

陳

　
　
　
　情

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
議
会
の
内
容
が

記
録
さ
れ
て
い
る『
会
議
録
』

を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
今
号

の
内
容
に
つ
い
て
は
３
ヶ
月

後
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
５
年
７
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
特
別
会
計
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女性チャレンジ講座受講者募集 県税手続の際は、マイナンバーの記載と
本人確認にご協力を

　マイナンバー（個人番号）は、社会保障・税・災害
対策に係る行政手続きで利用されています。県税
手続では、次の２点にご協力をお願いします。
①個人番号及び法人番号記載欄のある税務関係書類
（申告書等）への番号の記載

②個人番号を記載した申告書等を提出する際の本人確認
＜本人確認書類の例＞

※通知カードは、そのカードに記載された氏名、住所
等が住民票に記載されている事項と一致している場合
に限り、本人確認書類として利用できます。

　詳しくは、県ホームページ「マイナン
バー制度に係る県税手続について」を
ご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部
　　　　　　℡ 0178－27－4455

マイナンバーの確認

通知カード（※） 運転免許証またはパスポート等

身 元 確 認

個人番号カード

県ＨＰ

　ビジネススキルの向上とネットワークづくりを目的
とした連続講座の受講者を募集します。
講座の期間：令和５年度から２年間
開 催 日 時：原則木曜日　午後１時30分～５時
回　　　数：年７回程度
場　　　所：八戸市庁内会議室など
内　　　容：女性のためのキャリアアップ講座

（仕事に役立つビジネススキル研修や施設見学）
対　　　象：２年間の受講が可能な20歳～49歳

（令和５年５月１日現在）の女性で、八戸
圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）の
事業所に勤務している、または在住の人

定　　　員：25人程度（先着順）
※事業所として申込の場合は１事業所につき５人まで

受　講　料：無料　※託児あり（就学前まで）
申　込　書：八戸市市民連携推進課、市庁本館・別館

案内、南郷事務所、各公民館、各市民
サービスセンターで配布（市ホームペー
ジからダウンロード可）

申　・　問：５月９日（火）から６月５日（月）までに申込
書を郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、電話または
持参にて八戸市市民連携推進課へ。八戸市
ホームページからの申し込みも可能。
※受付期間前の申し込みは受け付けて

おりませんのでご注意ください。
TEL：0178－43－9217　FAX：0178－47－1485
Eメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp
ホームページ：八戸市ホームページ内で

「女性チャレンジ講座」を検索

　例年、春の野山は空気が乾燥しているうえ、地面
には落ち葉が堆積しており、山火事が発生すると燃え
広がりやすい環境になっています。
　また、山林周辺の田畑では農作業が始まり、山菜
採りなど山林への出入りが多くなる時期です。特に、
枯れ草や水田周辺のあぜ道を野焼きするなど火を
取扱う作業が増えることから、山火事の発生の危険
性が高まっております。
山火事は貴重な森林を一瞬のうちに焼失させる災害です

１　山火事の怖さ
　火の粉が飛散し同時多発的に着火延焼すること、
延焼スピードが速いこと、消火活動が困難なことな
どが挙げられます。山火事は延焼しやすく消火しに
くい火災であり、大規模な火災に発展して地域社会
に甚大な影響を与えることから、山火事を発生させ
ないことが最も大切です。
　私たち一人ひとりの力を合わせ、恐ろしい山火事
を防ぎましょう。
２　山火事発生の原因
　山火事の主な発生原因は、たき火の不始末やたば
この投げ捨てなど人為的なものとなっています。
　山火事の多くが、ちょっとした火の取扱いの不注意
により発生していることから、次のことを守ってく
ださい。
○強風時及び乾燥時にはたき火、野焼きをしないこと
○枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では、

たき火をしないこと
○たき火など火を取扱う前には水バケツ等を準備し、

火を取扱っている時はその場を離れず、使用後は
必ず完全に消火すること　

○たき火や野焼きをするときは周囲にも知らせ、一人
で行わないこと

○たばこの吸い殻は必ず消すと
ともに、投げ捨てをしないこと

○火遊びをしないこと
　山火事の多くは人災であり、
私たち一人ひとりが気をつければ防ぐことができる
災害です。山火事防止のために、皆様の御協力をお
願いします。

五戸消防署西分遣所　℡ 78－2119

◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆

　火災の逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を
設置しましょう。設置済みの場合は、定期的に作動
確認をしましょう。
　また、設置から10年以上経過している場合には、
電池切れなどにより正常に作動しないことがありま
すので、10年を目安に新しいものに交換しましょう。
　住宅用火災警報器の詳細については、八戸広域
消防本部のホームページでご確認ください。
https://www.city.hachinohe.aomori.jp/section/koiki/shobo/
問い合わせ
　八戸広域消防本部予防課　℡ 0178－44－2133
　五戸消防署西分遣所　　　℡ 0178－78－2119

住宅用火災警報器の設置について

　新郷村では、下水道整備区域以外の生活排水対策
として、合併浄化槽の設置を推進しています。合併
浄化槽は、トイレだけでなく、台所やお風呂など
の雑排水も処理することで、水路や川の汚れを防
ぎ、快適な生活環境・農地水環境づくりに役立ち
ます。
　補助制度を活用し、合併浄化槽の設置をしましょう。

●補助金の対象区域
・戸来地区：公共下水道以外の区域
・西越地区：農業集落排水以外の区域

●補助金の対象者
・一般住宅（新築・増改築含む）に合併浄化槽を

設置する方。
・村税等を滞納していない方。

●補助金の額・予定基数

・設置費用の２／３が上表の額に満たない場合は、
その額となります。

・工事着工前の申請になります。工事着工後の申請
はできません。

・先着順で受付し、予定数になり次第受付は終了と
なります。

問い合わせ　役場建設課　℡ 78－2111

令和５年度合併浄化槽設置補助金のご案内

　この春、就職等により社会保険等に加入された方
で、国民健康保険の資格喪失の届出をまだしていな
い方はいらっしゃいませんか？
　国民健康保険に加入していた方が社会保険等に加入
した場合は、国民健康保険の資格喪失手続きを必ず
行ってください。社会保険等に加入した日（就職し
た日）から、国民健康保険の被保険者証は使用する
ことができませんので、必ず返還をお願いします。

○手続きの窓口
　・役場住民課

○手続きに必要なもの
・国民健康保険被保険者証（返還）
・社会保険等に加入した証明書または社会保険等

被保険者証
・国民健康保険を離脱する方のマイナンバーが

確認できるもの
・印鑑（世帯主）
・手続きに来庁される方の身分証明書（運転免許証等）

問い合わせ　役場住民課　℡ 78－2111（内605）

国民健康保険加入のみなさまへ…

資格喪失手続きを忘れずに！
「インボイス制度説明会」開催日程一覧表

自動車税（種別割・環境性能割）の減免制度及びグリーン化特例制度について

〇説明会は事前予約制で開催しています。参加希望の方は、下記の「問い合わせ先」まで電話で事前に予約をお願いします。
問い合わせ　八戸税務署　法人課税第一部門　℡ 0178－43－0145

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、精神障害者保険福祉手帳の交付を受けている方またはその方
と生計を一にする方もしくは常時介護者が、これらの手帳の交付を受けている方の生業、通院、通学などのため
に自動車を利用している場合で、その障害の程度や自動車の使用状況などが一定の条件に該当するときには、
申請により自動車税（種別割・環境性能割）の減免を受けることができます。
　また、自動車税種別割については、自動車環境対策の観点から、排出ガス及び燃費性能の優れた環境負荷の
小さい自動車についてはその排出ガス性能に応じて税率を軽減（軽課）し、初回新規登録から一定の年数を経過
した環境負荷の大きい自動車については税率を重く（重課）する「グリーン化特例制度」が実施されています。
　詳しくは、お問い合わせいただくか、県ホームページをご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課　℡ 0178－27－5111（内205～207、356）

開催日時
年月日 時　間 開催場所 留意事項

午前10時～11時

午後２時～３時

40名

定員

40名

説明会等の名称等

令和５年
５月25日

インボイス制度説明会
登録申請相談会

インボイス制度説明会
登録申請相談会

（消費税の仕組みから知りたい方向け）

八戸税務署
２階第一会議室

八戸市江陽
２－９－45

※駐車場の台数には
限りがあります。

【要事前予約】
５月18日（木）
午後５時までに
お電話で予約を
お願いします。

人槽区分 補助限度額
７人槽（130㎡を超える住宅） 735,000円

予定基数
３基

（  　       ）
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女性チャレンジ講座受講者募集 県税手続の際は、マイナンバーの記載と
本人確認にご協力を

　マイナンバー（個人番号）は、社会保障・税・災害
対策に係る行政手続きで利用されています。県税
手続では、次の２点にご協力をお願いします。
①個人番号及び法人番号記載欄のある税務関係書類
（申告書等）への番号の記載

②個人番号を記載した申告書等を提出する際の本人確認
＜本人確認書類の例＞

※通知カードは、そのカードに記載された氏名、住所
等が住民票に記載されている事項と一致している場合
に限り、本人確認書類として利用できます。

　詳しくは、県ホームページ「マイナン
バー制度に係る県税手続について」を
ご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部
　　　　　　℡ 0178－27－4455

マイナンバーの確認

通知カード（※） 運転免許証またはパスポート等

身 元 確 認

個人番号カード

県ＨＰ

　ビジネススキルの向上とネットワークづくりを目的
とした連続講座の受講者を募集します。
講座の期間：令和５年度から２年間
開 催 日 時：原則木曜日　午後１時30分～５時
回　　　数：年７回程度
場　　　所：八戸市庁内会議室など
内　　　容：女性のためのキャリアアップ講座

（仕事に役立つビジネススキル研修や施設見学）
対　　　象：２年間の受講が可能な20歳～49歳

（令和５年５月１日現在）の女性で、八戸
圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）の
事業所に勤務している、または在住の人

定　　　員：25人程度（先着順）
※事業所として申込の場合は１事業所につき５人まで

受　講　料：無料　※託児あり（就学前まで）
申　込　書：八戸市市民連携推進課、市庁本館・別館

案内、南郷事務所、各公民館、各市民
サービスセンターで配布（市ホームペー
ジからダウンロード可）

申　・　問：５月９日（火）から６月５日（月）までに申込
書を郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、電話または
持参にて八戸市市民連携推進課へ。八戸市
ホームページからの申し込みも可能。
※受付期間前の申し込みは受け付けて

おりませんのでご注意ください。
TEL：0178－43－9217　FAX：0178－47－1485
Eメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp
ホームページ：八戸市ホームページ内で

「女性チャレンジ講座」を検索

　例年、春の野山は空気が乾燥しているうえ、地面
には落ち葉が堆積しており、山火事が発生すると燃え
広がりやすい環境になっています。
　また、山林周辺の田畑では農作業が始まり、山菜
採りなど山林への出入りが多くなる時期です。特に、
枯れ草や水田周辺のあぜ道を野焼きするなど火を
取扱う作業が増えることから、山火事の発生の危険
性が高まっております。
山火事は貴重な森林を一瞬のうちに焼失させる災害です

１　山火事の怖さ
　火の粉が飛散し同時多発的に着火延焼すること、
延焼スピードが速いこと、消火活動が困難なことな
どが挙げられます。山火事は延焼しやすく消火しに
くい火災であり、大規模な火災に発展して地域社会
に甚大な影響を与えることから、山火事を発生させ
ないことが最も大切です。
　私たち一人ひとりの力を合わせ、恐ろしい山火事
を防ぎましょう。
２　山火事発生の原因
　山火事の主な発生原因は、たき火の不始末やたば
この投げ捨てなど人為的なものとなっています。
　山火事の多くが、ちょっとした火の取扱いの不注意
により発生していることから、次のことを守ってく
ださい。
○強風時及び乾燥時にはたき火、野焼きをしないこと
○枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では、

たき火をしないこと
○たき火など火を取扱う前には水バケツ等を準備し、

火を取扱っている時はその場を離れず、使用後は
必ず完全に消火すること　

○たき火や野焼きをするときは周囲にも知らせ、一人
で行わないこと

○たばこの吸い殻は必ず消すと
ともに、投げ捨てをしないこと

○火遊びをしないこと
　山火事の多くは人災であり、
私たち一人ひとりが気をつければ防ぐことができる
災害です。山火事防止のために、皆様の御協力をお
願いします。

五戸消防署西分遣所　℡ 78－2119

◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆

　火災の逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を
設置しましょう。設置済みの場合は、定期的に作動
確認をしましょう。
　また、設置から10年以上経過している場合には、
電池切れなどにより正常に作動しないことがありま
すので、10年を目安に新しいものに交換しましょう。
　住宅用火災警報器の詳細については、八戸広域
消防本部のホームページでご確認ください。
https://www.city.hachinohe.aomori.jp/section/koiki/shobo/
問い合わせ
　八戸広域消防本部予防課　℡ 0178－44－2133
　五戸消防署西分遣所　　　℡ 0178－78－2119

住宅用火災警報器の設置について

　新郷村では、下水道整備区域以外の生活排水対策
として、合併浄化槽の設置を推進しています。合併
浄化槽は、トイレだけでなく、台所やお風呂など
の雑排水も処理することで、水路や川の汚れを防
ぎ、快適な生活環境・農地水環境づくりに役立ち
ます。
　補助制度を活用し、合併浄化槽の設置をしましょう。

●補助金の対象区域
・戸来地区：公共下水道以外の区域
・西越地区：農業集落排水以外の区域

●補助金の対象者
・一般住宅（新築・増改築含む）に合併浄化槽を

設置する方。
・村税等を滞納していない方。

●補助金の額・予定基数

・設置費用の２／３が上表の額に満たない場合は、
その額となります。

・工事着工前の申請になります。工事着工後の申請
はできません。

・先着順で受付し、予定数になり次第受付は終了と
なります。

問い合わせ　役場建設課　℡ 78－2111

令和５年度合併浄化槽設置補助金のご案内

　この春、就職等により社会保険等に加入された方
で、国民健康保険の資格喪失の届出をまだしていな
い方はいらっしゃいませんか？
　国民健康保険に加入していた方が社会保険等に加入
した場合は、国民健康保険の資格喪失手続きを必ず
行ってください。社会保険等に加入した日（就職し
た日）から、国民健康保険の被保険者証は使用する
ことができませんので、必ず返還をお願いします。

○手続きの窓口
　・役場住民課

○手続きに必要なもの
・国民健康保険被保険者証（返還）
・社会保険等に加入した証明書または社会保険等

被保険者証
・国民健康保険を離脱する方のマイナンバーが

確認できるもの
・印鑑（世帯主）
・手続きに来庁される方の身分証明書（運転免許証等）

問い合わせ　役場住民課　℡ 78－2111（内605）

国民健康保険加入のみなさまへ…

資格喪失手続きを忘れずに！
「インボイス制度説明会」開催日程一覧表

自動車税（種別割・環境性能割）の減免制度及びグリーン化特例制度について

〇説明会は事前予約制で開催しています。参加希望の方は、下記の「問い合わせ先」まで電話で事前に予約をお願いします。
問い合わせ　八戸税務署　法人課税第一部門　℡ 0178－43－0145

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、精神障害者保険福祉手帳の交付を受けている方またはその方
と生計を一にする方もしくは常時介護者が、これらの手帳の交付を受けている方の生業、通院、通学などのため
に自動車を利用している場合で、その障害の程度や自動車の使用状況などが一定の条件に該当するときには、
申請により自動車税（種別割・環境性能割）の減免を受けることができます。
　また、自動車税種別割については、自動車環境対策の観点から、排出ガス及び燃費性能の優れた環境負荷の
小さい自動車についてはその排出ガス性能に応じて税率を軽減（軽課）し、初回新規登録から一定の年数を経過
した環境負荷の大きい自動車については税率を重く（重課）する「グリーン化特例制度」が実施されています。
　詳しくは、お問い合わせいただくか、県ホームページをご覧ください。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課　℡ 0178－27－5111（内205～207、356）

開催日時
年月日 時　間 開催場所 留意事項

午前10時～11時

午後２時～３時

40名

定員

40名

説明会等の名称等

令和５年
５月25日

インボイス制度説明会
登録申請相談会

インボイス制度説明会
登録申請相談会

（消費税の仕組みから知りたい方向け）

八戸税務署
２階第一会議室

八戸市江陽
２－９－45

※駐車場の台数には
限りがあります。

【要事前予約】
５月18日（木）
午後５時までに
お電話で予約を
お願いします。

人槽区分 補助限度額
７人槽（130㎡を超える住宅） 735,000円

予定基数
３基

（  　       ）
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各種相談

公園で、僕とのび太くんとドラ
えもんが、一緒に遊んでいる
ところを描きました！ドラえも
ん大好き～♪

長　根　奏　太さん（さくら組）
なが ね たそう

可愛いピカチュウのカップル
を、私がモンスターボールで
ゲットしようとしているところ
を描いたよ♥

古　川　陽　彩さん（さくら組）
ふる かわ ひ いろ

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園348

５月
男　1,083人（－５人）
女　1,097人（－７人）
計　2,180人（－12人）
世帯数896世帯（＋１世帯）
（令和５年３月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

12

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

今月の話題 春の火災予防運動　Ｐ３

・新郷村職員配置及び機構図 ……………………………… Ｐ４－５
・新郷村議会だより ………………………………………… Ｐ６－９
・女性チャレンジ講座受講者募集 ………………………… Ｐ10
・令和５年度合併浄化槽設置補助金のご案内 …………… Ｐ11

元気いっぱい
新小学１年生

４

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時
（山村開発センター）
障がい者出張相談
５月10日
午後１時～４時
（総合福祉センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
５月23日
午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2023年
さつき
May

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

皐月

65421 3

7 98 1110 12 13

14 1615 17 18 19 20

21 24 2522 23 26 27

3128 3029

30

321

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えないごみ収集日

「くらし」と「しごと」
無料相談会

村内巡回
結核・肺がん検診②
固定資産税第１期納期限

村内巡回
結核・肺がん検診①

村内巡回
結核・肺がん検診③

障がい者出張相談
（要予約）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

粗大ゴミ受付
（～８日）

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

月号
2023年
令和５年

No.325

　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答サービスで
聞き直すことができます。

　操作ガイダンスの途中でも操作することができます。ただし、
緊急放送（火災等）は聞くことができませんのでご了承ください。
また、放送から24時間経過した放送は確認できません。

役場総務課　

１．電話をかけると『再生する放送の種別を選んで
ください。』と操作ガイダンスが流れます。

２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

防災無線電話応答サービスをご利用ください
TEL 0178－78－2506

聞き逃したと思ったら…

≪操作手順≫


